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中国の農業集団組織の理解をめぐって

中兼和津次

( tじi!hに よ且台経済論」を批判的に要約する。
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はじめに

I 中国の農業集団組織に閲する従来の理解

欧米の中国経済研究者による中国農業経済論乞沈む

と，そこにいくつかの共通点を見山すことができる J 投

中国におヤてとj也改革が終了し J二♂はい1%2iJ－＇＊‘それ 業集団化（または組織 Ul、・1,,Jf｝、Iに関するi皮らぴit(jf:

以降今日に王るまで中［1~の農村；土 :i'.11激しい制度的交 を整理すると，その見解はは，Xi欠しり；， ぶ；こJ.lミキ＇・Jミ11上 1

＊を経験することになぺた。中国がなぜ農業を集団化L ① 設業集団化l土農業生産に対し亡マイトスて，t・，.、た l

たのか，その｝Ji!白はほぼ次の3点に集約されることがで '.2) 集団化は農民に対して負の法医lぴlisi町 enti,cji;_: :J 

さ上う。とお 1に社会主義建設の理念かん，生産手段の｛｜山！ える今

人所｛JfljiJを｝交絶すイ）必、要があつたG i占2＇こ’ 1：地改与全i愛 〔l) 号ミ団化の総itf内効果i士，集団化のも

中l司ぴ）£1!c村に発生Lた新しL、F占級的関：系をJ正'ii：し‘ t主民 ナ之の子T五十であり，それは規模が拡大するに Jコhマイ

1：耳司中J:'Jcの手lj益を6古i＇十；1 る必要があ， yた。そして第 1に， ナスとなる。

.M：も強力ti::ffl1il1': Lい集同化することによりより一層 以'fやや繁雑になるが，具体的な彼らの表現を借りるこ

生陸力を；：いι）、決LI品！のアLパランスを解消し，社会主義 とにする。

工業ft:（！）急速な尖lli.を［：：＜iることであ.，た。しかし農業集 ωの見解について。

Ul化のj北京ーとなると， 1I｛；：を含む西jljの中国銭安家の評 「中国の農業政策は，“しぼり上げながら発展させる”

仰lは大きく分かれてし、る。それはヰifこ使用するヂー？と というこ面的な狙いをもっている。中共政権の最初の

指標によるばかリではなく，中国の農業集団iと，および 10年間において，この政策を遂行するための故重要な

Jltlc業集iH社織を把握する視点、，ふるL、は枠組の違いによ 手段として利用されたものは，農業組織の改革である。

るところが大き十c 布、i'l身の卒i丘な印象では，中国の裂 それは“しぼり上げる”函では成功したが，“発出させ

業集団化の過程と多段階における来Ulill織の機能を統 る”而では失敗であ〉た」Lチェシ，ギγしンソ／ ）＇.と I・心

的に， LカペJえ科：りのある.ff;でI!立ll)Jしうるま平論的な枠組 引の見解につし、亡．

CH 、まだ提示されてし、ないべその大さな L~q司／〕一つが， 円高級）台i下社の一つの弱点は，合ff札が採用する誘

従来，中国の渋"tUH-Tl組織全，組織として. L. Jこが ど [klシζ テムが，勾（動供給を直抜にはJ白加させなかー ，－：二

組織論的tこ理解する努力；こう；けてL、Jここ土 t乙 It.；〕心jI. r主 ことにい rJた。 （中lll?t）合／H土における労働誘因は，

であろうと辺、われる。この小論はその上ろな倒 ＜ii；）ミム j Sくの長JI'.:，とくに技能をtつ中農の実質所得が， （？

る繋J_lll，および試論的竹二業である ο fi ／ヒにに I）ほとんど附加しな，），、たことから減ilHf二

つ＇！，：：fr.：，（土i、j、1,・ c ／＇のス子ッヅ士： ~;K,んで進めれれるιliHi: ,nであるー (K・ 内 寸 － ・/J - ) (ff 2 I 

tこ，従来の中 ~i'.j の J；足業集｜寸Hヒ（組織） Jl［！街全整理し、 JH 〔与の見解iこJ パ、て

'I'リしたの丸、経・：＇.［／戸 .t,tU社会学；こj；＇、てを IJ（してき／： I 般に，〔初込町j合作社の経済的［更益は，大規模耕作の

組織論の諸概念を!1l＼、と斗i自のケー ζ を再整理すること やl益と，作業規模の過大な拡張か九生じた要素管理の

をl式み，没後tこ付論としこ B・ウォ I' iこ始まる「l』b1μ' 失敗による不経済との主であるに互助組が長適規模iこ
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!ITかづたので，初級（；・ft，社が伝統的設業構造の中で大

tll模耕作の；壬済を十分にがj肘しはすj郡投iこ迭していた

ことは明らかである，，） （シヨ／・ウ J十ン） ＇註 3，υ 「要

約すると， 111I叫における農業の祉会::l：；主的改造が，初j

級（，fr社から高級；＇： d付士へi生んだとき，非誘［1（治〈

lよ｛主 e P きりと ~g) ま J 》 fこし‘ }j, そこ iJ• ＂》 jf],,,h る上見

械の経i斉iよもうそJtfl上はどん ζなか j之、j c1l111持！

生産に関するII)り．高級合it:！との，、弓／スン←ト（土ー

さLひきγfナスであ，たにちがL、ない...J L力J ・F

1・オ） t/l 4) 

容易にわかるように，；1)；の主たる）宗国が；号iであ I），そ

れは ・:JJ!J；ノに上 i）包含されている。 L／こがって，（五、を第

1凶のようにシ工マテ r、ソケ tこ災現することで句波んの

中同の農業集i司｛七に対する経済的J、ド制はほぼ集約されう

るといえるであろう。第 1!'Xl のt~事Hf.こ i士｛込械をと ryてu、

るが，それは同il'.1；こ上j血改革から人民公社（l::fこ至る農業

集団化のII割前i't'JliHtを表わしてL、る｝縦軸；ニ；土問慢の経

済（不経済）と 1諸国（非，t毒国）の「効果Jがとられてし、

るが，それはたとえばヲ l,if,lfの 1人当り生11IiLl：、でiPIJ, fこ

効果モ指標化 3れうるc 第 1図、 L fこがす て，.1ノ～吾、に集

約される ~'.tlit 1,i;i-i:Hヒの地！Wfから二J Jの結論カ'iミム.llるけ

第 liこ，同校が拡大寸るに＇）れ対棋の経済，イ、経済，お

よび労働の:JH毛国は期大するこ土，第三に、経済的J走適

m肢が［純効来 i曲線が示すとおりにD{EL. それはPか

たくとも例人法の段階土高純frl1t上の段階のI自！の範囲内

にありそうなこ E，これである 3

規模の経済と i訪問という一つの異なる側i却を，どのヒ

うに統一的に杷掃すへきかについては次briて守述べること

にして，ここでは次の 2ぷをとりあえ「補足的；二J己「こ

とtこする。まず，対十英の経済とは可ぺLロー ζi，＇、う上

うに，技術的規伎の経｛斉とif,王手仁tl(Jおよび余j法的規模の経
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済に分かれ．前者が「ある条件のもとで，ある製品の生

産に使用される資涼の昌；と種類の変化によって，より大

きな生産最がより低1昭、平均費用で可能となる」ことを表

わし，役者が l進歩した経常的分業と，購入， j以完，お

よび金融上の取引の大規模化によっT11J能となる単位貸

用の低減」を示す（it5 ！，したが／〉て，通常は「長期平均

賛同曲線lの低下をもって規模の経済が市ljられる。しか

しー払技術をll;J'ii::L. 単一の生産関数上で「J凡模に関

する収待逓J引をも•）て規模の経済を表現するやり方も

ある0 I山in，土IU1'.Jに異な，JIニ概念であるが，］二に紹介し

た苦ぢたちのL、う「悦慢の経済」がどのような意味で用、J

られてL、るのか，必ずしも判然としなレところがあるが，

長期平均貸付jケームの方がより包話的であるので，その

ようなものとして規模の経済を考えることにしたいう

第三に，誘囚（i日刊日tive or inducement）は，集団

（組織）成Hのその集団（組織J日的達成のために支IU

される努力のl止として担保できる。もし集団（組織〕の

目的が物的作業の遂行，したが v pてそれが物的タームで

え示可能とすれば，少なくとも生産%仰jに対する誘因の

大きさは成nのに出する労働供給況によ，Jて近似可能で

あんうっ以下唱議論の混乱を避けるた灼に，人ILlJのもっ

さま主主tr欲求・；主：欲を「動機」と呼び，それを満足さ

せるF段を｜誘因子段」と名グ7けることにする u

さて，筑 1図のようにまとめられるq，国農業集団化の

理解に；土、その背後にし、くつかの陰伏的前提があること

がわかる。第 Iiこ，人間］（この場合， 「農民」と三L、検

えぐもよ！ィ、） i土自己の物的利益のみを明大しようとする

動機をもち，共1,;J耕作にせ t.」t日分配にせよ，集l:ctl

L札織）になり日ドること IIf札その動機に反する。この

うち、 iをすの1'1可1'Ji:はやや，J会すぎる去月よかもしれない。 Jミ

J}l 1とて一、や＇.｝jc¥'J. ｜生産手段の所有権を放棄することはそ

の動機に以「る」と Lたちがよいかもし れなヤ。しかし

集UI（組織）に参力Uすることが、 「利己的なJ農民の｛ロ］

らかのほJ店、したが Jて誘因の低下をもたらすと上記の

答者た九が Jちえとし、ると忠、われるコ

,n ＇.！；こ，集団｛組織）の間模が拡大するにつれて，彼ら

の訪問は低下する。第 1と第 2の1'i1!l定から第 l図の「詠

l勾曲線」が他けられる J

第：ihニ． 集団（組織1はトドなる：Nt-1の「総干口｜であり，

集団の組織化；土「符l:!Jlの：k敗 I(mismanagement）による

不経i斉をもたらすみこの前提の後半部分から第 1[Z]の

「J北模の不経済曲線」が附けられる。

第4に， I集団化は必ず「視慢の経済」を発生させるヲ

ララ
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したがって，第1図の「規模の経済」曲線のように，集

団化が進行すればそれだけ f規模の経済Jは別大してν、

くことになる。

このように中慢の農業＊毘化iこ対L全般酌：ニ低い経済

的評価を与えがちな欧米の研究者とは対照的に，日本の

中国経済研究者はおおむね積極的な，また高い評価をそ

れに付している。彼らの見解は，よく言えりfiH：主的であ

り，悪く言えば公式的である。さらに，よく言えば経済

的評価とはいえ多面的かっ動態的であり，惑く解釈すれ

ば評価の基準に滋密性がない。し；Pこがって，上述した阪、

米の研究者Jに九の誇見解（以下，見解Aと呼引と明確

に対応する臼本の研究者たちによる積極的長判箇（以下，

見解B/::n干ぶ）は見出しにくい。しかし，彼ι〉の評価一一

それは同時に中隠の公式的剤耐こ山王一致すミ）会一一の

中のいくつかの共通項を捻い出ナと，以下の3点が特徴

的である。第 1に， q,111の集団fiごい／ソ速のコルホーズ

化と異なり）史民の意識水準を考慮L' 「白頭互利（自

発的かつ相互に利益をもたらす）J原則にのっとり，計

倒的かつ段階l’i(_jに進められたこと（注6）。第2l三， 「主鏡

能動性」 iこ梢極的に依拠して集団経営がたされたこと

峰 7）。そして第3に，生産の多角化，条約イじが集団組織

の必要を生み，逆に組織の拡大によって生産の多角化・

集約化が並行したこ土，；－rB〕。

容易に潔解できるように，このような見解Bから，直

按かつ明示的な「誘同 jおよび「規模の経済」に関する

3及はないが，先に盤上里した見解Aの陰伏的諸古［j提に対

応するものが導き出せる。すなわち，第1に，人間は少

なくとも多少は集団（組織〕のためにつくしたいという

動機をも Jているとし、うがi援。そのためにこそ，見解B

の第2点に示されたような主観能動性に対する前向きの

評価が生まれる。さらに，このような動機は所属階級い

かんにより発況は異なる，とする迫力日的前提がある。計

なわち，地主，富；農階級は本質的に利己的であるのに対

し，貧農下層中差是という階級に胤する人｜間は，そもそも

利己的動機はないか，あず）ても十II主

しかも，集団（組織〉の規模が拡大するにつれ，そのよ

うな動機は教育を通じてか，あるいは自然的にか強化さ

れていく，とする前提。したがって，一歩→j久段階的

に集団化が進行しえたのである。第3に，これは当然の

こととして前提されているのであるが，中閣の農業集団

組織は， i仏なる成員の［絵、和」ではなく，思想（あるL、

は階級意識）を共有する強固な共同体であるとする前提

ラ6

がある。したがって，成員がほぼ「同質的」であり、強

力でかつ資明な党幹部が中核にいる以上，見解Aの第3

の前提にみられるような，少なくとも異質的成員の利害

調撃から発生する管理の失敗はありえないととになる。

第4仁，集団化社「規模の経1斉」をもたムすという！狗犯

がある。その前提がない限り，見解Bの第3点は無意味

であろう。

かくして，見作＇i'.Bの陰伏的正昔前提のう九規模の経li'r

に関するものを除き，他の十べてが見解Aのそれと対照

的になづていることがわかる。それを第1図にもどゥて

解釈しぜ1：すと，てr；然のことながら，見解Aの中国の！見学、

集団｛じがもっとされえ負の要素は正になるよ二とから，比

解Bでは集団化の正の「純効果」は集団化が進行するに

つれますます大きくなったことになる（日910 

このように相対立する見解 Lおよび，そのおのおのが

陰伏的にもつ諸前提）は，中国の20年以上にわたる集問化

過程の現実の推符に照らしてAどJと，し、 -f;/lも大きTi仁川

点をもっている。まず，見解Aに従えが、 1962年以降、 1

くに文化革命以後，少なくとも発表されるデータから判

断する限り，順調に機能しているよう仁λえる人民公判一

制度（組織）をどの上うに理解できるのであろうかωνc

見解Aに沿う一つの解釈の仕方は，それはあくまでも表

面的な現象であり，現実には人民公社組織はその規慌の

大きさゆえに，あるいは適切な誘因手段の提供に失敗し

ているがゆえに，決して効果的に機能してはいない，と

いうととであろう。しかし，人民公社制度の現状につい

て，必ずしも全国的レベルで，詳細な，しかも宣伝では

なく現実のありのままの姿を伝えるという意味での客観

的なデータを誰もが持ち合わせていない以上，そのよう

な解釈の妥当性を云々することはできない。あるヤはも

う一つの解釈の仕方として，それ以前の集団化の「失敗」

を考慮しつつ，たとえば物的誘因手段を適切に公社員に

与えるようになった，とする見方も成立c，うる。 u、いか

えれば， 「利己的な」農民に以前より多く分配するよう

になったために，彼らの消極的支持をとりつけることが

できる仁うになぐた，と解釈するのである。しかし司て

のように解釈すると， 1957～58年，あるいは現在大規模

に進められている公社員の手による「農業基本建設」を

有効に説明しえなくなる（注1)¥。

次に，見解Bに従うと， 1959-61年の大自然災害期，

およびその直後において，中央がなぜ公社内の「核算単

位」を次々と引き下If，豚の「私養』を奨励し，また農

村白山市場を復括占せていつえのか理解で、きなくなる。
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約j少奇が読栓期中に導入したこL、才〉れる「ざ1'1・ . :.,_i 昔話

にしても，それをのちの規範である文革イデオ口ギー，

あるいは毛沢東思想により「裁く」のではなく，それが

導入されえた経済的背景について見解Bは答えでしかる

〈きものと思j刈Lる。

したがヮて、は解A, Bとj,J地改革以後； Ii主ヴの

全歴史的段階には妥当しえない，すなわち h 噂貸した説明

7）をもっていないことが明らかである。それは，こhら

二つの見餓’の＝仔｛をにある諸白ii提刀》》まりにも州ifi.ll'Jすぎ

ること，およuri業集団総織を ltH織jとしと込てL、な

いこと，の 乙／.i、iι主たる原tQがあ令ように思、われる。そ

のうち｛走者に関連して，先に務理した見解A，日の諸前

錠のうち，第：1点に示唆されるように， I可見解とも集団

〔組織）をl11J'(f1下JなものとAごし、ることは興味深し i 見

解Aの場九佐川は同じ動機をも.＇た個人の得、 f；ごふる

し，見解8の場合，同一階級の範囲内では個人は間質的

であり，しかもその同質性は思想の｜司一性により補強さ

れることになっていた。したが叶て，異なる動機をもっ

偶人の集主 ；） とLての集団ではノサ＼，・以上，それを調整す

る絡織の汗耳目・調整機能もIJとんど彼らの視野わ中ャこ入

らないことになる。

見解Aの緒的提の中に，新古典派経済学を頂点とする

いわゆる近代経t々 主主の伝統が色淡く投影されて唱、うこと

ポ看取され心。そのことはとくに訴因に関する7つの前

提に才打、てWiltである。｛麗人を仇立した経済シス二ム内

の「原子J と袴え，しかも個人が自己の福祉の向上のみ

を求めて行動十るといういわゆるホモ・エコノミクスの

l応援からiL組織！’人！？百との千l]Jfの白藤と調和、 Ji.L:J複

数の成民かん）;tIJ立つ総織でれtift；ムの機能に〆1 、ごな味

ある考察はをもせも生まれえない。

研究ノート干』F 一一→
ども：JI；通しても／）が それが一定・j（準lf／：されたと主，

k層成長は「自然発生的資本主義の傾向」に等しい「常

利ピヘイビア」を，一方下層成員は「公共目的に奉仕し

ようとする」 「会共ピヘイビア」をもっコ

二；？にうな成ncu動〕の分類；土．実は中国におけど｝

:,,):;, I階級」担任計三非常に近似し三 iのであるとと（伊

注目する必要がある。すなわち，形式的に対応させれば，

ここでU、う「F膚成員」が「貧農下圏中燦」に， I _I二脳

Nl i」ポ「上層中民」以上にほぼ対応している。もす－ :・ 

ん• I j：同の公式のl背紋悦念は，士山0;:::.'j',11/fにおける階！：J』

＜分え： J;'i;準とした絶対日切な概念であるのに対し（注13，石

川モデルにおける，明示的ではないが成員の所得・箇の

状態を考慮した「成員溜」とは， 「下！欝成員と上層成H
ntit刑事は現実仁lよT,j'変l市であるJとL、う意味で相対的

:'c!Ect・c・ある。 iト：..＇下層成員＇.＇ i', J一一 r,:11成員へのr,n 
を論理的には許容できない以上，この目立民格差は本質的

には絶対的格差となっている。なぜなら，もし成員間の

移行可能という怠除で宅全に相対的なら．まず，下層成

l l J J 111 j；｝を増加 3 せ， [:I~成員のそれにji_f: ；けることで『

1,1,j仕の！三、へイピアに基本市な差がなくな Jてしまうこ L

になる。次に， 「下層成員の公共ビヘイビアがより多く

発揚されるほどより能率的である」という「組織能率」

寸、11の l判定基沖との晴速で，上層iたはの所得を引きケ

’h 何らかのち訟により下層成パ（しすることで‘ ,:Ii 

h在能不h；高まる Ji. , .-, :,r妙なパラドックスが成立す弘、

成員層聞に上述したようなビヘイピアの基本的格差が

あるのはなぜであろうか。人間のピヘイピアは，タト界か
,.f--t:.，・ν 守ン

，－，川s探に対してあ乙定の認、 ¥iiを形成し，そll；こ

LこJ • J て発現寸～。 この認知形h止には何人の過去のれ

験，属する集団の！土力，自己の与えられた役割，準拠集

団（の行動），報酬体系等数多くの要因が作用するとい

「補注〕 石川滋「社会主義的態業の組織安定化lモデル われぞ〉（注15,0 中間に恥ける「階級」はもともと生産手段

について ndr ff ／：：労働力の；.u·~の状態を法準にした概念であ

中国の史？とJji.c凶総織の変動と機能について、口れわれ が．それが政治酌に江守去をもち，運動において有効に［？

の問題関心にきわめて近い角度から分析したものに，石 動するためには，同一階級に所属する成員が一定の共通

川氏の先駆的業績がある（注12)0 その農業集団組織行動モ 認識をもっ，あるU、は少なくともそのように：期待される

デソレの全体をお｛介しまた細部に心たりここで二’＇／ト い・， iこIまかならfよれその共通認識とは，貧農下層中山

する余裕はなレが，そのモテルの依拠する J，＼，木！1'.J似説 のJ'.2(t~iili去に地主に持取され，貧l刊にず；： L んだとν ぅ it

（了社員農民の主f,消的行動様式j仮説）に関連Lて己点コ 通の経験をもとにして生まれる，あるいはそのように想

メントしておきたい。 定される。したがって彼らは「人民に奉仕する」とか，

その仮説は次のようなものである。成員を上層と下層 「社会主義的積極性」とか，いわゆるプロレタリアート

に分類し，家技の生存の保俸をi't.その福利を別大しよ 的ピヘ fビアを 4、へあるいはその工〉に期待されらの

うとする行動十正式一「家絞！二、へfピアi 全両成員 であるコひるがえノて句石川モデ，， lココける「下層1,UL1

ラ7
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少「公共 l＞＇，イピア j，「ト，！討rix.l1J →「会！？手ljピヘイヒア」

なる1&lUrlとビヘ fピ？の対応関係も. 1,,Jほの共通認識

と認知形成要［尽を奴介として成リム：〆ているものと思わ

れるコもしそうである土すると，先述し／三「社n農村山

経済的行動株式J{l:,z説は．支は，pj:iijが現実iこ採用しとい

る階級制土あ主り受；h「》ないことになる｝

百＇iL に、とはいえ，［j~はのど，，イヒア，なし、 L ；土到隊

全， -1｛可（（）にではなく二1ftii'1'Jにとらえようとしたこと i'l

休、私は積1'Ji1刊に日干佃iL／こし＼、その右r<',Jを3ムに進め，

(i）「nHUでi土なく， r,¥liiの動機構造は11J変的なもの三

あると考え‘（iijまた動機も利己（tJ i京旅ピベ fじ

γ j 土「i：刊l]l：＇ヘイヒア」 と干IJ{也（t'J ｜公共ビ＼

イビ T！ のこ；c論にとどまじす、 j)ljの f!J泣からより

多而的なものとしておさえた方が． より台一泊であると忠

われる。

Cl l ) Chen. N. R & ¥V, Calcnson‘TheC、hincSI'

E,onomy under 仁川111111mism『 （、hicago‘ Aldine 

Publishers, 19り9.C 11fi 111万丈，）＂. f,1, 1，，示T,,, Jア1Vr 11! 

<'/1,ij -<l}IJ,/cil: 1970'1 17:!・・ :,) 

(il:2) ¥Vall《町、 K.，“（）！日anizationfor Agrictil 

tural I》rod,1c1 ion.＇’ in Eckヌteinet. al. (etls.、LE,0110 

mfr 7’n’mls in Co11/1111111ist Chinll, ( ・t汁ぐa耳打、 :-¥ldir:e 

Publishers, lリti8,pp. 1:¥2 ,1: U 

CL :l) ¥Von只.Jけlrn,!,and Rc}orlll ,,, tiれ， l'co

/>lc's R,・f引 ！，Ii, o/' Chin<£, ]¥;ow YけIk. l'raegeγI》U守

l》lis hers. 1 '17：司l,p. 22fi 

c 1 n r・1i出入 Kang,.1g, i日 ilturlll1う・odui'!1onin 

Co11l!n11nist Chinll，エJadis《m, [ :ni,・crはi1y nf ¥Viscon 

sin i》Ie、丸 1'170,p. S9 
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兄ミ ・" v, ,:, I (I! 111、］ 'll『i1, r叫F止｛奇ペ 1,•) 1.,1_，一，.， ！！、』 IiつF

j主流｛JiA円n197:-l :1 :-nベーン） l, J ,: , 「；111qJ、f主

主化rr11七ii，ひj己・ Ii先it'J:(J Jし；円 fll／；利益をふ、ま：

も時，［，： L んが， ., ;;:1( ・, n ＇＼＼、 l、（，ji・ こ1t,1iそ増チごい必要！

仁！もプ＇・ ', !Ji、 JじI打，・.’＇，＇.ヰ： Jn:>1狩；主 j;-J !) i1；方、
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・ .. j, f：」 ( r:, Tf川犬『，11向tl:会主持山興開」 ミ不

ん内／ム ii} 1971 ;i .'>l ・ ／〕）

(, L 7 l たと之；f' ;,: ＇；上、l勺夫Jl,I_にそれは典型＇Ut'J

}') J〕c 「特；JI，遅l制 (1'157与l ，；いll一斉〉 二ぞれに

ノ、 ti.：：主ι／；－（： :. , ,1,1•1 ，： υ けら人 1::1 関材、：＇.： '.l£ ミ

ιC ; ,j_ J9iJ，がな.j'：，，九l"lrxbful・ 交わ fこ.＇：に上

何人I 宇品川·~：＼ i(li'J ＇；科会主義 cT））会尚な］型必ツ実現

l：力主力 こ！、らことを人：と乙ことが nf内包 i：プi J 号

(•I寸目的、、 I，、刀、，，＿ 乙 ', にJ（ゾリti{,.'lc!.想’li，可♂） '&' fヒか，

均 d(J'J'le ,,f ＇〕・：：汗 l 立fじとた， 1 こ現i,j I f ）〕が大m准

こ干， 7，＇」（、'i"l'-.d11.一人「七［忌，，革命 1二五E：今」 庄ヨご白色ヰ；{<;i 

¥ /H ltz 1973 ;I 222へ γ〉。

(,: 8) T二三三：」行rl仏ICI l工J.；也、ょ 7に述、：、、之lo

ll'2全 C）集約ff／＼、 NJ来生f,!，，：年［司：門発肢は（ 1ド間引

/J : I戸『HIιI(「U,;/,¥ 司割Jj；（拘ブJ』？：角平I叫：， 出t品士？ノ7二
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:-: ：，」（ ii':, ,i:；，桁「 ！'l（土fH 』 ~ilJ 苧 ,I' l寸 1967年 37

日比，、 ジ）ι

C J 9 ) ¥J W( B ' : lや千＇，＇6ならが， 「尽li:tit 1::'iJ 0:, 

J長1-i,，二l!1[,,i ・I'.'. ·J：，イ十四（ヒペ分析！プ •）j /1'ーに小 ,l.~j 81'/ :~ 

j', j: i L, •· ,i,{]f~ 1技＇，f;jJ]C'ii':i,t ,t}T,j 1975年）が.t-,Z，。！
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ち；、〉

1., !10) 197:'i；ド］ lj, ：：明かれ f祝4則全「同人h'.i¥::N
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i伽 i,: : NI'】 1向［（iif百
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lリt令畑

干i立＇・：7？，ノjJ、ケ守 '・:i: f疋itI f二＇＇，、弓（民 1」二 1975" 

：＼。；l) I 7.ぃ t ， 町 j~＇ jlc、的な「基本建設」けて／） ＇.ちくが

「i亡TJ ,. l"f: tl Lら公HQiご上，J心され、ぞれに対才

匂lーサHI し た，＼i；分（－；：／年： r~ 'l:1f I球／） )j i動点数に組；， ：：.土

日／：）二二：支：1: " '' ;_, .トノ‘ た'ttli'.Jには呉氏.'JIι711i'Jtfi 

ウ11.ごU とんと的行 Jか行し＇ c たと ）， lぜ草ー十本「た衆i'i'¥
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(!112) ｛！川 iii「，i,r副にわけ ζ＇ 1~1): 在l倣 _T) 安定1'I 二
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能率についての 考察」 〔／II野積任編『アジアの近代

化』京大／！＼版会 1972年）。

（注13) 二.JJ／立石川教授の「階級」概念に関する叙

述に若1・あいまいな点が残されている。今lI 'it同では

公式的に Fじてのよパ，J1a月：：＂,!i .いるc l ｝寸わt

われが｛史叶 ωこし、る r貧段，下胸中差是』という Ti葉l土，

この！神に鴎ずる人びとの現伝ノJ経済状態を示ナもので

'. tなし J:J世改革J) ,¥ ＇.、にきめ＇，］ if二階N11 ；；討を指 j

ものであるj （傍点一一引用者） (IT'北京周報』 1974年

No目 34）。

Ci主1'1) その意味：土必ずし もiリトかでい J川、。後述

するパ ァ ドの「有効性J，ま j之は「効半性」の概

念とは奥なり，おそらく最小投入，最大房長凶という物

的タームで’ど義される概念な＇） ・： 九ろう。

（注目） ぷtくは Litterer, J. A., The .Analysis 

of Organizations, New York, John Wiley & So・

ns, 19り51,i；照。

II 組織論的再整理

前節におけるこれまでの誇見解に討する京国は，農業

の集団化を現解するために，農業集団組織を「組織」そ

れ自体としてみることの必要性を暗示している。経営学

および社会学において発燥して／＇＜ ／：こ組織論の枠組を用ν
て農業集団組織を分析した研究は皆無ではないが（注 lJ, 

私の知る限り，中国の農業集団化に対して適用した例は

まだない。 ・,4>:節の獲し、i土、農業f主悶組織に関するあるfj:

系的枠組4：まf築きいず，それに上り中国のケースにつ

いて分析を加えるというよりも，組織論で使用されるい

くつかの概念を用いて‘中国の農業忠臣化主允；土（組織）

を整序し泊：L，若干なりとも新い、視角を提供してみ工

う，とする点にある（注2）。

1. 経織の成立

組織をどのように定義するかで異なるが（il3 i、少なく

とも人為的に形成された組織は， 1）人聞には他者と自己

どを同種のものと考える主契機（集i立｜性）がありにil4), 2) 

しかも人間はある動機をもち，それお他者と協働するこ

とにより満足されうると信じること（あるいは信じさせ

られること）から成立するものと懸われる。人問は様々

な苦手j機をもっρ マンスローは人！？司の動機を｜持層的に考2

1）生理的欲求， 2）安全性欲求， 3）愛および帰属欲求， 4)

尊敬（esteem）欲求， 5）自己実現（self・actualization）欲

求に分類し、ヲレツケらはさらに 人間の心E相当成長と

ともに， 1）から5）へ動機の比重が移動する心とを指摘し

研究ノート，

た（注5），したがって，人間の動機のどの部分と結介する

かにより．形成される組織の型がある問主まで決定され

ることになる。

どのような組織がどのよろに形成されるtとせよ，バー

ナードににれば氾織β成立するためにtよ，以下の；1要ぷ

を兼ね備えていなければならない（注6）。 1）成員の賞献意

欲，あるいは誘図、 2）コミ旦ニケーション，および3）組

織の共通11的であるシここで， j)貢献意欲とは，和織lI 

的を逮成するために，個人（成員）がノ〈ーナードの表現

を借りれば，「人格的行動の自由を放棄し」「人格的行為

を非人絡化」さぜることを示すコ 2）コミ工ニケ一三 3 > 

とは，組織内における情報の流れであり，成員と成員，

成員（の賞献意欲〉と組織（目的〉とを結びつけるa 3) 

共通lI ｜下Jとは，通常個人安J伐とは異た I），動機が ll人］

的，人情的，主観的Jなものであるのに対して，「外的，

非人格的，客観的」性質をもつものである。

組織の形成と州織の3要素に関連して以下3点コメ L

トし℃「jく必要IJ;Jh7う。お ltふ容見iこj型解できるよ

うに，上記3要紫は相互に連関し合い，相互に依存し合

っているのであるが，最も1-il更なことい，！点員にとり社

織は，／二土えそれが！ii':員向上n正I発的と f）決めによ円形

成されるにせよ， 「非人格的」なものであるということ

である〉ぺーナードボ適確に述Jごていζyように， 「組九百

のすJよごれ参加六一；ム二重人1各一一ー組織人怖と個人人格

ーをもっj。したがって，組織が形成されるというこ

とは， 人俗的な動機をもっ／iX:llポ， 「，／I人格的jたどこ

ろで付 （，し合う二と（こほかなじず， u、U、かえると， iii';]人

は組織人格をもっゆえに組織目立員として共通目的達成の

ために協的意欲 崎節で1と義された誘因ーーを1:±JすJ

組織人1怖の形成：t，社会学の「小集団j コミュニメrーン

ョン理論によりかなりの程度説明しうる。いま個人Aと

個人Bと沿接触ぞ開始し，お互いの相互／1刈，すた；！，t, 

コミュニケーショ Lポ継続，発IJ＞）する仁したがい，九と

Bとの「自我ー他我関係J（回If-otherpattern）が独立性

をおびてきて， Bl土！＇I分自身の要求より ιむしろAの役

割に対応して自己を律する上ろになりねじめる（注7＂三

こで，個人Aを組織に， Bを組織成員と読みかえると，組

織目的に対応して制人人格と組織人格一一n我一他我問

係の発民一一一の分断される過位がよく球解？きる。サ f

モンがいうように， 「組織が定めた諸目標に従うことを

通じて，またその諸目標をしだいに吸収して自身の態度

とすることを通じて」組織人情は獲得される（注8）。／：；＇＼、

換えると，組織の共通目的があり，それを目ざして成員

ラ9
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が相互にコミュニケー卜することにより， 目的が月党員個

人に内面化主れることこそ組織i人格の形成とν、える。

第2に，出 1＜！）議論の延長として，組織が永続jじする

につれて，組織内のコミユ斗ケ←〆ヨンは拡大，鋭化L.

同時に組織人格はより一層強化されると期待される。ま

たそれとともに，成員の価値構造も変化していく契機が

宝まれる。 tf, 初期の重／J持が＇：t／じL，マンスローのい

う階層的j,)j伐倫造において比，Jiをより高次の L,n，こ移す

11J能性：があるし，次に，認識〈評価）体系において，他

の成員の動機と行動に対する認識が変わってくるかもし

九ない。動機ぞれ自体は個人的たものであるが．認識体

系の変化u、かんにより，成し~の重iJ伎は両極端に＼ ＇；；、：歩る

「;f.i］己的I！制定と「利他的」なそれとをもっ上.－， isスペ

クトラムの中にf立置づけられることになる。

第 3に，組織は通常服従関係のあり方により，規範的，

功利的，強fui]!'i':Jの三つの類J¥1／（こ分けられるがね9：，それ

にほぼ対応する形で，経織の行止を；にも，自然（i'J‘け牲が'l,

強制的の3類型があるよう L泌われる（i主10）。ノ五←十一ド

をはじめとナる多くの経営組織論は，功利的タイプの組

織〔典型的には会社，企業〕の分析に主眼が置かれてい

たから， ！台J'¥1（ドJJj阪入の，後’性と満足の秤j泣による組

織の交換f内成＿，＇！：にこそ関心があ J jどといえる，f;11つ

自然的に組織が形成される場合，／j党員の動機が似かよ

っており，またすでにある程度のコミュニケーションが

伐員聞に浴遣しでいることが多1ヘ具体的にはや111甫集

団，親族， I,，］郊，同学組織などがそれに相手する。そこ

では少なく E•（，初期の段階ではお互いの明示的J?！約なし

に組織目的および成員間の役割分担が決められる。交換

的に主制裁が形！求される場合は，成員の動機がばらばらで

あるが，成見内のリーダ－，なL、しは成員以外の人員，

組織による教ff，説得という忌：住j(f,Jコミュ ケーンヨン

の形成を通じて，成員間の動機の相異が識益される。同

時に組織目的は組織形成のさいに成員候補者に明示され

る。強制的に組織が形成される場合は，成員の動機を考

遺することなく また組織u的も上から与え川l. 外的

な圧力を通じて組織が形成される心

このような組織化の類型化は，中国およびソ速の歴史

的経験についてばかりでなく，一般に農業の集団化を考

えるさい実際的怠味をもってくる3 中国の農業集団｛乞の

基点は，解放l消の根拠地における「互助組J，「変TJ,

「換工jなどの各称で実施主れた労働，または労働と資

本の相互交換組織にあった（注12）。これに注目し，この種

の組織を積極的に普及させるうえで大きな役割を果たし
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筋 1i褒 ，築業集団化の発展（全国幾家組織率〕（%〕

｜削9501951即 11953 419回：19町6lj I 
I ' 1957 

,1 1JJ ID 1~l 719 239.91~9-.-3:siu'so 1i -i 

初級｛，f'I一社 ｜ …l ・・・I<LIi 0.21 2.0,14.21 8.51 3.6 

向級川ド社 l…｜ .. I ・--1 ・・｜ … …；87.81 93.4. 
I i I I I I I 

みこ山が ll名な毛；／（1k ，，，「温織せよ」と起する演説け94:)

f. J J J ]Iであったこと；工工く知られてL、る。解放後， 19,,I 

年12月の中共中央「農業生産互助合作に関する決議」（草

案）， 1953年2月の上記決議の採択，間年10月の互助・

,', f1 ！じ1作会議iこ:Lける毛沢東指示‘ 1,,J午12月の中，Jt中

clと： ~%'It生産合計：社売iJ{fこ関する決議」などを経て、（い

よ『I1-'.. j,有名な＂Li」取の「農業合f1化副題について」 VJ

演説（1955年7月31円）で一挙に，爆発的に全国に農業

合作化の波が押しょせる（第 1表〕。

中国i実業集団fヒに関するわれわれの仮説の一つは．か且

減「，uiの動機構造，認識（評価）体系，およひe行動様式

が多くの場合同質的ではないのと同様，農業集団組織形

成の型は決して同質的ではなく，三重の構造をもって組

織が成立していった，ということである。すなわち‘中

伎に少数の自然酌形戒の型があり，そこにおける組織形

戒の）J；（理と成果とを中央が各地に普及させようとして守

地方党幹部を中心にして，農民に同種の組織形成を訴え

た。いわゆる「自願E日I］」原則とは，そのような交換的

社織形岐における基本的原則にほかならなかった。しか

し、主主にして多くの{1＼.主集団組織は，むしろ強制的に形

'1止され／こと思わ;;rl三） ;;J:i。それを政きにして，第l表に

見られるような急激な集団化はうまく説明しえない。単

純化を恐れずにいえば， 「穏歩前進」的に集団化が進め

られたときは交怜的に組織が形成された時代であり，「高

潮」がのれたときは強制的に組織がJf＇，成された時代では

なかったか（注14）。その背i誌に，集団さえ形成すれば農業問

題は基本的に解決しうる，という毛沢東以下党中央の集

団化積極派の「楽観的」期待があ 4 たのではなかろうか。

2. 組織の発展

泊織がどのような契機により形成されたにせよ，いぺ

たん組織化され，しかも機能していくためには，パーナ

ードがいうように，組織の「有効性」（effectiven匂 s）と

「効率d性j(efficiency）が確保されたけれlまならない。有

均tiとi主，組織目的の達成を指し効率性とは成員個人

の！lbi動体系に必要な貢献意欲の確保を意味する。組織は

環境との相互適応過程を通じてその目的を達成し，また

それに上り自らを解体させていく。したがって，通常，
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みると，組織が発反するにつれ組織人格はより強化され、

コミュ二ケーショ Lはより 111：大・ 1雫fヒしていく tのど ,Ill、

われるつコミュニ＇；－ー： :_J ＞の；t展；ふ .11凸ii円c')li'dオ／｛，＿；

i主同路の数からみれば．目立員数を IIとすると主 ，.C，わよ

うに増大することで形式的には児ることができるn ；＿.ぅ、

し‘ 「小集団」が「組織化Jするに，) )l‘情報.tikはi斡加

するであろうが，情報伝達［ii］路の数（土相対（J'jにi土減FレL

てL、： υ なぜなム‘ i;';1 iこ＇ ：奇知市山向！の効卒か 1')Jょて，

i~ ＇／J分jlJは進hせs 心をえないぺ治 2 ：二，「 iii{,'r組織 I c') P,. 

慌には一定の限界があ i），それ以 jてに二l之ュ二 ＇rーシ：1

L；土拡大しえず，じ、然1/Jに単位組織間の結台にもと’べ

慢fr：織」に発唆してL、か占、心をえないカ s；二でぷ主ムロ

q; 2に，上述en指摘にl立接関連L, 組織の発同士｜ヰf

門（じ れ発生・拡大しつ1Jl1Jjtii，うるらみることができノJ ハー

十一 l、が．、円上行；二． 「i告げ動付、系の有効性it, : tと／しと

ま〉／こく i与ll'J{じの，＇；， 1苛のr.犬、 仏るL、はその採用に｛A{1 

'._ : ＇，、る , ii I;•, :. ／こか 、ご， ,Jず「jイじそれl11：ベム i_,L 

' 'J吹ー士そ二に；守めるな「,if，組織の形成とと札（こ心

白i寸乙 •i l;,, L A、し！？門化が組織にj川、ご貞に，5:11{:t.:j 

, ) ,,, ：土， j'i組織過l'r'の専門（じ寸..¥ J) t、二1 工 ,_ ケ 〆

ヨL ・ネ／卜 l）一井FC')Ljl校にfli百十，；：〉組織調整除：itc'Jリ1

J山）;I_階，こ）各lii仕組織がお C')_;-jの専門iヒ組織とな ζ〉快

i'，組織の段階にぶいてであるコこ L川1m整機能~－jll_ ''iす：，

tのが，いわゆ〆乙 1・1'l'n1斤」にほか江らなL i ，＿とれをい！

下 1,;1rn整t;-Jと呼ぶ、）' ii刊織能i上「jlJJ}'( ・-c：、述，、J二組織，＿＇）

．；安十；i二年I見、 L, ll氏自u；.ィ次を確ft'.L司コ：lコミー ケー

L体系企Ni'.fJIζL. ：；• 組織の rl rめを正式｛じすむこ己申こ

あるt;u:,¥ 

そのたゲ｝；こJ同格者；ぇ状iii'.；こ1.1_:L ／ニ適切な It秀 凶 円ν、

促（tt上ドの意思疎通の適正（ヒ，成員による権威の受注，

ffi L ，、問範の確立．環J{[cη変化に対応L／；こ敏速な意思決

I正と H，ふり向日！占＼と L 、’二大企なi,'jffを：負うことになる｝

，，：，，橋氏が強，il¥Jしょこよう；c:_,JCIIラ 「T誌はへの組織のJ：件以J

（］／，／，；，そのための組織の構泣（じ．部分の倹能的t1rMt‘ 

それ「〉がιfこi-，十組織の構造的緊1払，それに i,＇：：ノバキ」 L

議チl行のfこえ、うる解決Jこそが「t＂！.業組様化の， n命f'!!jて

かう， tc i:，.組織LノJr,li:J＜：，発出に l1）必烈：1'i'.Jに必生すと.(i 

誌の組織矛盾を解決「ミA幣TliJ；＇.、ごはしめく，ポ Jl織の

「均衡」か／￥：1これ， 1l1I，、均衡の破壊を通じて新し、、 均

衡」に組織を移行しよ）るn

淵整は人と人，人と組織の関係にとど主ら亡人と中'I)

との関係の調整をも 3むから， L、わゆる規模の経済とは‘

夫はそのような組織の調整過程があ J うこ；土じめご発生し

t,JU'1&が誕生続するよ！；；frにはつねに新しし、目的をくり返して

採用してしべ 3 そこに，のわに述べる組識の管理，認主主

機能（者）の大きな役;t;1Jがある。また組織は！えはのJa!fvJ

怠欲を保ち，主人に」！員誘悶を引きLUすために，適切な

訴因子段を成員に提供することで組織を維持してL、く。

l組織の効率Eは予その体系の均衡を維持するに足るだ

けの有効な訪問；予処］を挺伊、するtiちりである守（中断）

組織の生命力を維持するのは．この；む、i外の効ネfあい，

物質的生産性の意味での効率ではなし、 Idll5•0 

1誘因子段にはさまざまの種類のものがあ IJ，それを物

情的（経済的ないしは金銭的〉ど非物ぬ一的，外部がJ(ex-

ternal）土内部的（internal)fこ分溺すれば第三夫のよう

になるt/U6＼ここで外部的誘因手段とi主流悶される成

_nとはちljの成長．あるいは組織に上 iJi犯分される報酬

（または市imρ を、内部！下j手Iをとは， iIーがそのもの， J

るL、は F般に／i主Ct品／J入11-1：守j,fこ生起す主；》予f：烈1:（：主た；土品lj主t) 
をf白すo こσ）t勺に分土iiさjもfこ；誇悶手i壬t土噌 光i主した1' 

,, 
｜ 

人の動機に直f妾煎i立EL守亡L、るC L fこが，， ・:, 1¥ij項におじ

る組織形成tこ問 Fる絵理と結びつけてたえると， iJ；のよ

うなコロラリーが清ける。すなわち，組織の発｛孔およ

び組織形成の類型に応仁て、採用2'hる款問手段の比lf(

も異なる。 時空iこ，初期に物的かっ外部的誘［）；］手j迭をごj

として採用していた組織も‘；大誌に（iJ. / j. ih!J喜主i土りIJに

Lて）非物的まf三は内部的誘凶；こE手：，1

白然的に形！戊 L主れた組織；土主と戸杉1白守主 fこ i上5金；Mi'i'J ；二 Jf:,l.~·

.hた組織にltべ，内部:t'JまたはJI物的誘！？、i引をに！？』え ，：.

)_It合が高いと子怨されるつ

強調しておくべきことは，たとえ組織が強制的；二形成

されるにせよ．レ－ ,t：ん形成されるとそれを機能主 'l ・: 

L、くためには上述LI:二有効性と効J利生を組織が保持Lh

けれfJなんt.(L 、ことである。そのためには，初期に~t\,l

された成はの動機が次第に満足される仁勺に適切な誘l-1.:1

手段が考！哲されなければなムたいr

組織の発J_!(U二， ）の異な、 f::_/lj I'[ 1j, ;', /, ；：，二どがとき

る。：＼＇.－； 1 iこ，すでに桁抑L/ニヒうに，科l織のパ芝、五五！＂lij; 

が変化tふη それを人j認とコミ L ーうーι守ノ；こ’川、
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うる。ベンローズのいう経話約競模の経済；まいう；ι出ま

ず，技術的規模の経済も，生産要素がひとりでに結合さ

れて花Illがなされるのではなく．組織の内部におし、て，

種々の調整過程をjifiじて発現する。周知のようにバーソ

ンズは、社会システムを四つのサブシステムに分け，各

サブシステムt、おのおの四’〉の機能をし Jものとみて，

ミ機i1包含担う経済システム1＇すの I（統；＇－；・）機能は，続 fま

を受けもつシステムから組織化というインプットを受

け， 一新しいアウトプットの結合jとν行アウトずノ町、

を出寸と考えた乃これを続殺の経済の丈IV1~の中で翻訳し

直すと，生産単位という 1経済システム内の統合機能

調整1Tが，生産·~L；の統合＝組織化の・7'pセスを終て戸

新しいコスト構成金もつ院を湾出する． どL、うことにお

しい。したがって，いかなる型の規模の経済にせよ，そ

れは組織化＝統介機能を 1必要条件として含んでいるう

以上のような視角から中凶の1950年代の農業集Ftl｛ヒω

「発展」を整理し直してみる。

(1) 目的の総分化と増加

「変工時J，なャL：主「臨時Ti.助組織 IU）没階か人＇，， 11 

の人民公社組織に釜るまで，中国の農業集団組織は，た

とえ生産経織に限おにせよ‘絶え間なし、日（t＇）の細分化台

増加の過程ととらえることが；：J穏であるηII的の細分｛ヒ

とは，たとえば常に変わることのなかった食糧生産階大

という大目的を達成するために作業過程を分割するこ

とに等しい。初期においては農繁期のι＇Jj働の相互交問に

すぎなかったものが，組織化が進むにつれ，常年的な共

同作業，および農作業の分業化が拡大していった。目的

のii:'!l)JIIとは，農業生産のための退織が‘！＇ I己組織内の分

業化の進展によるにせよ，他の組織の吸収，合併による

にせよ，本来の農業生産以外の他の生産目的（面lj業，な

いしは手工業・ 7行m・養魚等いを追加IL℃いくこと？

ある（｝t2n。

(2) 専門化と管理組織化

上に述べたことからすぐに削引七と；潟務総能の独，＇！：＇

強化と k、う側面が写し出される。互助組段階では士見模が

小さく，専門化はそれほど進行していなかった。しか

し，どのようなJf;J,X:過程をとるiこせよ＇ ¥fl織内に 店内

調整，皆理機能生担うJi究員，すなわちけーずーが存在L

ていた。解放以前の互助組組織の場合，民兵組織，農民

救国会，農会， 三L、った人為的；こ形成、りLfこ既成組織の

成員がその任に3fιってヤとと思われら。寺内化と代Ji;¥

．調整機能の組織化が本格的に開始されるのはおそらく

初級｛？(1，化以降の段階であろう n 初級台｛竹土の模J¥i定款

6:z 

に記されてU、るように，合作社は生産隊（まえはがII）を

下部組織にもち，特定の人を，専任でもよく兼務でも差

L っかえたいが．記録係，技術係．飼育係，二司iff.系など

として指定しなければならなかっえし（第43条），「生産

隊長や班長は，その隊や班の各員に適当な仕事を割り当

ご，組織的な集団労働の強味を発揮させて能率をあげさ

せるようにしなければならな」か＇ ＇た（第 46条〕c

(3) コミュニケーション構造の変化

111, (2）の事実；土組織内コミュニケーンョンの発展とい

う側面の反映でもある。農業集団化の各段階におゆる組

織成員数は第3表のように変化していった。すなわち，

農業集団fじの進展とともに， 1957年の高級合刊ヰ上整社期

お上び1959年以降の人民公社調整期を除き，組織成員数

は飛躍的に増大していった（注22）。それは同時に，階層的

hコミュニケーション構造（あるいは意思決定構造〕が

より大規模に形成されてL、った，ということを合志；して

いる。

やや大胆に模式化して，コミュニケーション楠造の変

化全 3段階に分ヴてみることが可能であろう（第 2図〉

（注23）。第 I段階は互助組の初期の段階に相当し，管理・調

整者の職能が明瞭には分化していない状態である。成員

；土比較的同質的であり．家族・親族と L、った血縁集団か

l,1］一階級内の小集団である。第E段階は互助組の後期，

あるいは初級合作社の初期の段階で，調整者の職能が分

化L，コミュニケーション構造は階層的になりはじめる。

い］II寺に，それまでのイ／ブォーマ’レなコミュニケーショ

ンからフォーマlレなそれに，コミュニケーシ盟ンの重点

；討ちされはじめる。第III段階は初級介（特土以降で‘そこ

では i）管用・調整機能が組織化され（管理委は会〉，

ii）それをチェックする下部成員が選出した組織（社員代

夫大会と監査委員会〉が出現し， iii）コミュニケーショ

ン構造は多間的になったη19日年の人民公社組織は第3

悶のようになっている（注24）。今日においても，組織の骨

怖は当時とそれi王どの主呉市主なヤ。コ空ュニケーション

の偽造はフォー＇？＇ Jレな情報の回路を表わす組織図と同義

ではない。しかし，一般に農業集団化が進展するにした

第3表良t'U司組織＇， 'i L］戸数

I I i I I 1960 
1952119531954'195511956 I 195711958 I 1959 

I I I I I I I . -61 

初級II i I ~I I J I 115.9 l府.220.0:2β7151.11 ；）；），口I I I 

\~ 1・，まI: I I I i i l I 
,.,J 胆｜ ' 160.0削 0246.4:1(辺自l I , 
合作社｜ ！ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

人民｜ ! ' , i ! 14,63715,000:2,ooo 
公判｜ I I I I I 
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関連して，次の3点を指摘できる。第 1に，外部的・物

質的な手段から内部的・非物質的な手段へと，誘因手段

の比重は変化していった。それは間接的に，成員の l入

門り消費額の停滞，したがって，労働供給食単柱当りの

川賞，＇／煩の ff¥ドにより裏打ちされてL、る（祝日.to
民業だけに｜浪らず，中国全体にうて;ttる二とヴある

が‘中同でl土，①ある組織を典型化L、日それをす［開，

行政・党組織のメディアを通じて全凶；こ持及させ，③普

及の過程で個人の動機構造までも変えようとする説得，

教育，競争という大衆運動がくり広げられるc 生産のた

めの大衆運動とそこに参加する人間の意識について山崎

氏の生き生きしたレポートがあるので引用しょう（注25）。

「とにかくこの時 C大躍進期のこと〕の全国の異常

な熱気は予 H本からきて一年少ししか経 jてし、ない私

にとーては予生まれて初めて見る光長であり夢の中の

lk;'li',としか思えなかった。人々は体力川俣界を越すか

と思える位の重労働と睡眠時聞の中で黙々としと，指

i尊1Tのm示にf遣った。しかもそれが汗然と思し、込んで

いた。一切は工業と農業の急速な発展のために行われ，

一切の福祉や衛生，健康を無視したともいえる。怒涛

の如き運動の中で，農工業の生産力は一時的に急上昇

し，この膨大な人口と資源に依拠しさえすれば，如何

なζ〉三とでも不可能ではないとい円．中［Ji]/1；産そ指導

？干の；｛5：七五込λを全く正しいものど思わせた I(ft点

引用者7

図

＠ 

/!/¥¥ 

///¥¥¥ 
0-0-0-0-0-0 

2 第

口ーシ閏＼一口

~ft\ 
図3 S廃

ε~ 

（注〉

: 19551＋ミ l
i 1957if 1959年
I (1) , 

｜全凶合｜ (2) I (3l I (4l 
!f'Ft！：収全国合作｜ ｜金凶人民
i ／，主分配社収益分｜全国農村｜公社
｜調（労配調 I I 
！働 II) （労働「1) IC作業 Ii)I （作業日）

; '. iiil ;; iふれれわ ii数｜ ｜ 
'!) f ! 134 i 2011 
.'~ ( ! 50 i 10:'i 
! :. ) ：弼！ 161 

'n; ,; :1,:1 I J 河1.f.＇，数の！
.':i: ,, （ρら） ｜ ｜ 札手労＼

リj 寸 l 55. o 1 56. 7 i II f動力の i
1,_ r 1 45.o 1 43.s 1 11総数j

I ' : I、＼90% i 
全労働H数，，，の刈fr! ! I I 
（ %）｜｜｜｜  
明子 I76 .5 I 71. 7 I I 
女 子 I23 . 3 I 28. 3 I I 

CI I'.,:) Ii川滋「第2次 5カ年：j':1¥刈！ 十けつ内用・

日:i，借地仁変動j （同編『中阿佐内先！1•'.. Ii: J・的

i1J1 it II J ，－ジア経済研究所 19112:1〕

, '.!! ／..：り！］業合f'I二社・人民公i’：！ ハl

1動力の利用
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がい，組織行動は多様化してし。っとかi，.それに伴い，

より悔維な組織構造とコミュニケーンヨン溝造が要求さ

れてし、った，と解釈するのは妥当て、あ乃う。

(4) 誘因手段の変化

誘因を測定する客観的な指標は組織に提供されたあら

ゆる種類の労働の供給量である。中国におヤて，農業集

団化は少なくとも1950年代においては労働供給を増加さ

せる方向に働いた（第4表）。したがって客観的にみる限

引労働の非誘図的現象は，その当U!j；土全体として存在

しなかったとみるのが正しい。それを11Jilbこした手段に
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第 5 議 ≫t L~ 1/'l 俊樹 の 変 化 （単位田ノ心）

1955 I 1956 1957 : 1958（同修止） • l959(Hh・ 1U 

151.,J j 15ci.4 147.1 162.9(149.1.1 158.6 (133.0! 

107.4 i 110.2 104.3 ! 115.5(105.7) 112.5( 94.3) 

1952；ド人.jド行り 凶 0 14:l.4 I 116.5 1必 9i 124 .2 109.8 111.0(101.6) 99.9( 83.7) 

！なげ1 ・11r 徳1 100.0 ! 101.7 103.9 ! 105.6 ! 88.1 78.7( 72.1) ; 70.9( 59.4) 

(IHI苛） Schran, P., The Development of Chinese ,1griculturi;, 1950 195.9, Urbana, Uni,. of Illinoi出 Press,

1969, p 134 

第2に， rix.員個人への生産物の分配という物的誘閃F

段も， f長毘化に伴れ次第に「紘織｛じされてい＇ f士。 1957

年まで許されていた自留地生産も1958年の公社化ととも

に， 一時的にせよ撤廃される方向iこあ J :, ／こ。 iぃJii:rに臥L川

俗i人飼養も廃止され，すべてが集団化される傾向にあ，，

たのこの存立記：7ii't-.J分自己の極1,Jta,1;、わゆる「fj七給帝JJさあ

第：1に，しかも組織成員に対する分配の比率は，組織

L必模が拡大するにつれ低］、してい yたr m級；＇；－！ 14土J切に

おける分配率は60%を越えてヤたのが，高級合作社期に

おv、・c，土50%台， 人民公n化:VJ!号jには判。。をしIJる公干！ぅ・

1見われた（注26'1。

このように目的t川ill分化され J京大L，管fll＇・調作担金

能が独立し，組織内のコミュニケーションが構造化し，

d秀！閣手段が変化して＜ ''・' t.ニfiO年／（n中問の農'ti弘団Mii:t

l士，周知のように、 1959年以降次第に後遺をみせはじめ、

Jl体的には1962年にJ：式に所有・分配‘ Lたが J て；記、Jぷ

決定の基本q；牧でふる「校t,'i:単｛す iが，以前の初級介作

社に等しい生産隊にまで阪下する ζ とになった。大躍進

ぷ i) ；｛年連ば‘ Iの｛｝年来4ミ曽有の大自然災害 ii）ソ；主

の援助協定破棄， iii)および若干の政策指導上の誤り，

により後退1たと公式には表明されてし、るが，組織と L

ての人民会社制度の後退は，それが自然大災害という潔

i克の大きな変化に対応しご，組織の有効「i：と効率性かfi)~

壊されたために生じたといえる。より具体的には， a）袋

、寝生1'(<7）躍i1l、あるし、l討tL併；笠としぺ組織LILtcJが述）！＼

されず，それに上り成員意欲は急激に低下したのたとえ

ば「体力の限界を越すかと忠える｛立の前労働二蜂眠時1:11

(7）中でj実肱された鉄f1：り運動，および公社工業化運動

火消果と Lて製品，＼h質の忍さ，コス入山上昇，輸送ネ

ツケなどの原因により，ほをんどが失敗した事実を想起

してみよう。川飢餓的状況下におけるJ:ff，安全動機♂

発露。生存水準を切るような状態においては，組織行動．

ほ織人格はそ主そも発現しえなャ。｝戎hの認識体系のq,

64 

では，少なくとも現在よ !Hiマ乙？あγ た過去の記憶が

急に呼び起されたにちがいない。 c）複雑化・肥大化した

コミュニケーション構造の混乱。そとには，生産力格者；

J）あ＇ tt.組織（生産大隊支えは生産隊〉を統今した結果

生じた組織聞の利害衝突，意思決定権が上部の組織に妥

議されと結果生じた k下問の情報流通の常化（ウソぞ水

増し数字〕，などの諸現象が含まれる。 d）それに加えて，

祉織Cl)f，邑機I'ドj状況における作理・：司整能力の不足があ

たと忠われる。農業集団化が全国的レベルで展開されて

刈4:1. その見史l土 A面か「〉いえば党iド火による基層恥

部教育・養成の歴史でもあった。しかし上述した適格な

詑理i隙能をらする調整者二幹部が，この短期間に全国il 

とんどの人民公社内に養成されえたはずはない。生産物

購入・ Wi売選択の制限（；1十両化と I行場機能の不完全〉と

生産方法選択の制限（党なU、しは行政による組織目的の

IJ与）， ：＿か｛、l友員の'i子易にそわりえなν動機構造を前提

に，その当時ャかに組織を維持・機能させるかとなると，

その員任を十分に果之しえな調整背は大葉生産大隊川場i

,k貴を生保頭と L，きわめて少数であったにちがいない。

したがって，もし人民公転政策に政策指導上の誌りカ冷、

）たとするなへ公社内，および会社をjj'J；接群生督する県

レベルの基膚幹部の具体的政策指導の誤りと，党中央を

iまじめとする上級幹部の全社制度全般の方向に関する政

策指導の誤りの 2種類があったといえる。

3. 結論にかえて

以との中国農業集団化過程に関する再整理は，もとよ

I）部川11か＇ ) :i~完全たものにすぎない。しかしひとたむ

その過程を，組J織の形成→組織要素聞の均衡→均衡の敵

J会→組織の発医または衰退という動態的過程として把拐

し直すとき，従来あまりにも無視されてきた問題，たと

えば調整者の＇ lミたす役割やコミ工ニケーショ＞t三造の問

題の重重要性が浮かび上がってくる（注27）。問時に，以上の

よう fげ且織論（J'J整酬の作業はA，臼阿見解の皮相さ，
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耐性に対する根本的批判の契機を与えてくれる。私が小

稿において示したかったことは，組織論的再整理・理解

の必要性と有効性のみならず，成員の動機，形成の過程，

地域的構造におし、て，集団（じは決して単一の，または等

質的なものではありえない， E¥. よ，き ；！，めて f常識的j

な HIえである。

にこのよっな視角に対して以下の批判が促Ulされるにち

がv、ないわ第1に，従来の社会学および終営学の組織論

乞借用することに対して。 ¥"l:￥辻主義(T）企業組織を解明す

るために発展してきた経営学の組織論それ自体に対して

は，マルクス主義の立場から批判が加えられているが

（注28），どのような組織であるにせよ，組織に共通の要素，

行動様式があるにちがいない。それを愉出し，そこから

得られた経織の骨格（普遷性〕 iニラ J:J./,t:(]'.J対象のもつ特

定の要素，行動様式を付加Lていくこ二で十分実りある

成果が得られるものと私はれずるの

第 2＇こ，組織論的方法のホペぺ全体論！れに対して。

以下に述ぺる「協同総合の経済理論lが 伊＇，IJ}!J主義jの

纏致であるとするなら，組織論はそれとは正反対に全体

論的である。その結果，考慮すべき変数が多すぎ，しか

も質的に異なる変数が導入されるため，一般に数学的展

開が著しくむずかしい（11:29）ハしかし，全体論により回復

竺れる現実性の重要度が，例月I］主義ピヒ i1確保される数

や的， ct: 7iこは演鰐の容易さとj釘之さ（士fこは｛憂美さ？）の

布Ii怖を上回るとしたなら，プト体論的方法はもっと推し進

められてよい。私自身の現在の問題関心；土生産組織とし

ての農業集団組織の構造と機能に限られど〉が，人民公社

という社会，政治，軍事，経済的機能をもっ一大複合組織

を，トータIレに，また多面的に把握し複す努カが，いまだ

かつてなされたことのないことに不思議な感さえもつ。

〔付論〕 協同組合の経済理論

ウォード（注3がに始まる協同組合の紅済理論，ないしは

経済モデルは，その後， ドーマ一位：m，オイ＝クレイト

ン（注:l2)t", ／とより発展させられたハそのモ二戸、JI.,におけるも

っとも重要な仮定は次の2治、である。

i）協同組合の目的は，労働単位当りの「配当」を極大

イじすることである。

ji)労働を除く他の投入財は市場から購入され，地代な

いしは税を除いた生産物は所与の価格で市場にすべて

提供される。

それをドーマーにならって数学的に表現すれば， vを労

働投入に対する配当率，品、 , Tn  I を労働以外の

研究ノート一一一一十4 ー

産出・投入財， Xn を労働投入（投入を負，産出を正符

号でとる），Rを地代とすると，生産関数（制約条件）

f (x，， ……， Xn)= 0 

のもとで，

n-1 
1: PiXi-R 

max. 1・二一竺L_
Xn 

(1) 

l己i

す心二ニである。彼らの関心は， Rや／》tを変化させた

ときに、 111可，21；こより決定される：生産の均衡条件や安定

条件がどのように変化し，それが「資本主義企業Jにお

けるケースと，どのように異なるかを調べることであっ

た。そのとたる結論は，以下のとおり。①協同組合経済

は資本主義企業と異なれ限界生産カt 配当皐で労働投

人が決t竺；jL乙、②地代が上昇したとき，，n4正，1“義企業

i土1；ど三あるが，協同組合の場台，労働投入．生産量

,H/1'JIIJζ.... •tlllli格の変化による影響vt役入同数、産出

l!j紋にit てY4なるが， 1産出財， 1n：入財（ヅj倒〕の場

(,-it. W,li>J組f干の労働投入，生産量とも花出HJ'価格 k昇に

より減少する。金〉安定条件は両種の企業において問一。

このようなモデルに対して，コルナイがいうように

（注331,現実の経済においてそもそも「均衡」点における

生産・投入の決定がありえるのかという批判，また技術

；立母と資本宇野慣を含まない「短期モヂ，［，J l引、かなる現

実ドUJ:c(，， るのか といった超越的掛けりをむLUすることは

,,J能テー払ぷへ Lhし，短期均衡モヂ fレて宇〉ると，，汁限界

を存d、L什／〉も，先に紹介したこつの基本i'1'J(l.i7i:'.（こ，そ

もそ仁大きな問題が含まれていると 1、、えるじ市 1に，労

働単位当りの自己当率を極大化するような組合は，高度に

平等主義的な（労働を「人数」でとったとき〕，ないしは

能力主義的な（労働を「時間数」ないしは質的差異を考

慮した何らかの標準単位でとったとき〉組織であろう。

とれば．資本主義企業が利潤極大を目的とするというと

きの仮想に全く等しい。第2に，モの上ろな HIりをもっ

組合は．労働U!i¥l:U.全員が組織決定tこ対等な資格で参加す

る完全な白川刊j！が行なわれている組織（事実内ォード

はユーゴの企業を念頭に置いていた），ふるレは高度に平

等主義的，ないしは能力主義的規範をもっリ｝ダーがU、

て，無私の意思決定者になっている場合である。第3に，

仮定 ii）に関連して外部市場をどのように解釈するかと

いう問題がある。もしドーマーやオイ z クレイトンが暗

黙のうちに仮定したように，完全計画化体制下にその組

ii'があるのな，，1:f, i）の組織目的と環境とはあまりそぐ

わないし，逆に完全競争市場と仮定すると社会主義諸国
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の現実からあまりにも離れすぎることになる。

ウォード出ドーマ一流の経済モデルとは異なり，成員

の社会的意識（他の成員の福祉に対する評価〉を考慮し

た協同組合最適労働配分モデルを作ったのがセン（注34）で

ある。そのモデノレは彼の小漫経済主体均衡モデルを，協

同組合経済iこまで拡張したものにほかならないηll的関

数が配当率極大ではなく，社会厚生の極大にあるという

点，新たに分自己yレール（労働に応じた分配と必要に応じ

た分西日〉を導入した点で，ウォード＝ドー7 ーモヂルの

極度の単純化を脱却してνる。しかし小農経済に妥当

する（かもしれない〉主体均衡が，協同組台経済，とく

にセンが念頭においている中閣のそれに妥当しうるであ

ろうか。小農的「主体均衡」を破壊し，農民の組織人格

性を強化し上うをしているのが、.，］、稿で示慢しておいた

中国の農業集団化であった。また，各成員約祉の成員に

対して「共感」（symp唱thy）をもち，それを他成員の効用

値に対するウ且イトで表現しているが，そのアイデアは

効用の可浪11性をいう古い難題をもちこむこ坐にたる。セ

ン・モデルの共感概念と組織人格の概念と s土誌判I'）に異

質である。なぜなら， 「人絡」を仮りに効f十］関数で表現

すれば，組織人格は自己の効用関数の中に組織目的を含

むのである。

（注 1) i I本の農業1名目1組織をそのよう公枠組で分

析しt：炉ji lて，高橋正郎『II本農業の組織論的研究』

東大出版会 1973年がある。

（注2〕 組織論的な体系的枠組を中国について適用

しようルずるには，現在ーまでの段階ではあまりにも情

報不足であ ξ。たとえば．人代公社の組織構造 つを

とっても， レのように主要t；，または日常的な，n思決

定がなされるのか，インプ ,t－マノレな組織がどのよう

に機能しているのか，必ずしも公表きれた文献からは

理解しに入、点が多L、。

〈注 3) ぶしくは綴釘談治「組織構造と組織分析j

（青井・約l't・大橋『ffE ・組織・りーダー／ゾプ』

培風館・ 1962年〕参照。

（注4〕 村上・公文「相互作用の基本類型j （富永

編『経済訂；.，学』東大It＼奴会 1974年），わ工作両部

遁「i.¥eEJIUl従済行動J（『経済セミナー』 1974年5月

号〕参照。

〈注 5) Kast=Rosenzwei哩，Organizationand M止

問酢明ent;A Systems Approach, New York, Mc 

Graw-Hill, 1970, Chap. 8参照。

（注6) Barnard, C. I., The Functions of the 
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π.rec・utive, Harvar<l University Pre記号、 1938.(ill本f也

訳『経営者の役割』ダイヤモンド社 1968年〉

（注7) 青井和夫「小集団の構造と機能」 （菅井・

綿賞・犬橋 前崎哲） 84ベージ以下。

Cil: 8) Simon, I I. A., Administrative &hm'Wr, 

l¥faccmillan, Fl4ci. （松田他訳『筏汚行動』ダイ弓マ，

ド社 1968年）

（ロ；9〕 Etzio凶， Amitai,A Comparative Analy-

川 ofComρle.ど θrganizations,Free Pr田 s,19βl 

（乱＇，＼ '.'l監訳『組織し】〕；｜会学的分析』 的風館 19（甘い｜〕

（注10）村上・仏、文前掲論文参照。

（注11) 無論バーナードは組織の一般理論を構築し

ようとしたから、ユの他のタイヅの組織についても当

然 ！＇；慮の対象：：人s:-~、た。 I •). I、「経営者の I'<.キJJ

:x; K章「複合公式相手投の構造Jif 2 i:N「組織の起ili:CJ_ 

成長」にしても，われわれのいう「強制的J成立の類

型lについては論じられていない。

〔住12) 詳 1.< :: Iど敬業他「rj1[Jil摂業合作化運動史

料〔上〉』 ;jt);( l杓書店 19出 fド：歩照。これ i、乃的

:>j倒形式は華北， r'(rf＇＋＇，東北）＇）乾燥民業地帯にも ；J占

たと思われる。「農繁期（播種，収穫を中心としての〉

における農民主助協業を広範に組織することは，労働

！］ 役畜農具に不 1!'Lていた戦時下 戦争直後にずJL、

て；t，また適Hi]f;I ~·; l時期が Fわめこ限定されごし ;:, 

乾燥地方においては，その効果はわれわれの予想以上

のものであったようとある。J（傍点一一引用者〉 畑

山武一『アジア的農法と農業社会』東大出版会 1969 

1r 327ベーン） , •• lことのも J 二l ぢ：！？よくは大き L、つれ 1

に，互助労働市式／／，あたか 1府政J11iの中国にi''i}r[(J'.,

に存在していたかの誤解を与える従来の見解（たとえ

ばウォン 前掲醤〕は修正されること，第 2に，自然

｜γJ に農業集団組織Jぅ形成は中国企体からみれば！？杭（：＇ _r

てあったとするわ1I I Jれの仮説が桁・？1されるここ。

（注13) 誤解士 1百十Tるために fj I Iたいが，生川則的

に集団化がなされたとはいっても，そこに用いられる

手段が脅迫，暴力であったというのではない（もちろ

A. ;aれもあ円円〈うろうが〉。将来 1（団化のたし仇Jノf干IJ

k誘導》的創立は1 ごに存在 l.-,: ＇・、7：。たとえば， H

苦7，新農具，化挙，肥料，新品積の優先割当，人民銀

行からの貸付金の利子割引など。 「強制的」と「交換

的」の基本的差は成員の自由な意思決定がどこまで尊

弔されたか仁あみ 3 上部の指令か、あるいは上部，二対

i 0o忠誠のL r !. けの契機によ v人ともかく形だけを
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生与える／：めに制主主主ト ;';j;,'1＇，）ヂ（c＇.・；，；； b、1’F,; I・ i I' r: :)h {;-

I,, 三二 f , t r必需IJ1ドJI ; ,foi灼ドケめ： L

むIH) i 'X.' .J ＜，に. '.1955＞ド 7IJU而j))J /;'}. 土佐IJI

化？Ji•肋 γy i亭 /111七七ti•：そ t1Yz ！二：t .r・d, 、仁 ); :u：’二.

ドlJ也M(/,).tl•；？） ι 、ノL ,·.J ，；、：， ：~,;,r ・；，：がまセ、：T：州li'J

'cl行司i1小 ici甘iIノー F 1•;,:i り＇U·~ ・' (, f'1 fじ＂＂.、約件 1生：

•JI ラ t: I , ti十、t/J;,"' ・11_'.'[', ~· ll)J h作γ江；九＇ .': ! : ＇立T’h'i"I 

lUt状況J,i!JiJ:iζ、こ : h . t: _J 、：、， ifrHi；】＼，＇.持f

1！宇らむ、11t・c・;,ic!, ,. •,•:I占有＇！： ごj！上（：〔出ffl￥主 :;_ I I＇：志

向fF化r::r辺j.': i' f/,1( 't'主義； ', Jι11!;! I 1・:r t シ f託行』

1975;1 2 ) ! ＼｝〕〉。

（ι115〕 ハーフート 1］有W111，，，ト； ,I} 97・・ :.-0 

(ii二1β） これ夫：tHowe, Chγistorヲher,!Vagど l'a

tteγns and Wage I’olicy i耳 ：Hoder・n China 191宮→

1972, Cambriclge U. P., 197:i, p. J:l7’）／、んちぜ

i自力II, I事｝］し〈「「r;li：されたc

れ117）ノ；ーナード前掲Jj；訳,1; 1:{8ベ ペ

(!118) ハ ゾー I:t分業と専門化そ；.；： i l ji,J長仁丹4・

釈しごいるが，村 I:JI, J・・i：よFf業社会；二；ノ I］：：，＇，：、芳司

なわち女JIぷや，；111紋を安 Jζη条 t.,!J.門fじとし・：（i行ペ

i正日IJLごいる（村上f在日「11ft二装ti会，・，9;.Pi'J'1[1功土；；命

ti: 1975＇［～ 24 25< ,. ）《

(/tl9) ハ J- ; 1l汁111Y；：ぷ~； 227ヘーー／。

(/120) i司橋正！！Ii W!J局者 310 べーン。

( /!21) 人民公社がち；！J経常的せ た複命指1綬くあ

ること lt工く知ルイ！日、る。 しか i，解放前ノノ解放｜互

におけゐ労働JfJl)J組織： ιjでにそι）よ〉七芽/J，あ♂

た。 fごとえば， 1944司："f察費辺Iζ）tJj;Q.:，これける労働

介助組織に J ) L、ζ，；t、ωように報告さ jc 乙・，必。 i lJ. 

[jl)J）労働玄日1/)f.；：主にE¥H.'::.ごI災 iぅjJてL、んが，今年初い

心）1；る範凶｛士犬いに拡／＜ I ，耕地j括経， ；た号、j主権. 1古

すき，収絡んふりみならず．がj織j型車；，1，交易7・家畜7、［1,j

Z詩人チ｛，；｝～は（ Iよ i司）,/} J也Jjこ；ょ靴i'i; l , 丈夫官、， /1 

Hひき，幼児保育才一主共同化 Lこいプ」 ('.t ／，数十十一；i小

l狗掲戸i 384ベーシ〉。

(if＇二22) これには. ，，，、慢な》 fニ｜ノdHtJ；合主 jiこI，、

る。 ます． [1i]・ A 容は設［fゴυJ1HJJ11¥'.f¥数.＇， 1°i'i Ui!o 「il1ltH'., 

付的祉会主義［ι潮j，あ？＇.， I.、i.:r人l（公 ri史」；：紹介

されている数年くの相続初1J(), rtll'.l Fi?H1農をii：いと

Tる基礎組織があ.， -:: . ，.－けでお予・ ,iii I ・ ~ [,ii －村係｜う

cl）他の！N.rl.が司買収されごし、えプロ，.,,. ，：：ぶ l..こ：.;:, 0 

,iくに， 集団化）） ；足れていん地1走，.＇，吹 111f七c モ二て；i,

υれわれの骨.；＿，没lご従えじ，相jめから依；J;IJ[(Jに，！’j然十、1

研究ノート F 」 F 品？～－

¥,,.:111ぅle.' ' ＂ミ ニケ－ j ＇.・こス F J、合 1!1付札 lこ

区 ~xu.」：：たき L 、社1総を耳j i)l l. t・ 11ffJ!ejtがあふ。

〔i左23) fンフォ－ ＇んな割けま， .: ；：行ゴI換す＼ ＇＼：.深

刻 o;¥,（や11・ .，＿.，＼、 h':（，，組織七ど） ,, it.ii ; て lつミム三ケ

ー〆 2 〆tt f昨視する二二：： lえ。

(i I 24 l B口γki，お J.., l Study of Chinese Com・ 

/111/r/(’s. 1.%5, Hal'¥'anl East Asian i¥fonographs, 

19GlJ，と；， 1-＼；：ナ。

（ιL25) ili的存［il.「1j11'-H同hι 〔ケ cI I]) （『「ド阿佐

J寺ii＇卜i'¥'.IJ判t』1973；ド 9.1 I lJ－）コ

( .• 12店〉 ＂ド！ . :.:J,ii↓1,(；，「人J（止と位以ィせ，＇ ）技会；刊ii守ザ

内U;1,,1 l'J ・ （行.＇II料品『1J,[li］従｛寺山片山IJ('{! I日』 アジア主主

完断定 1 ]%7:1）主な11,1.,

（リ27) (!,1封、 l、！？司自1；，／、ILI il1-0 HI J,,, I；有絞｛ヒV己，こ：; ,rミ

！＂！ 村llhl<<Hιf「刊l机，i合ょ，角'fi責i吐？、J;＇.；，＂綻 fεIJI化色 Y;え心

川 i：ご i，柔よ J'f二

(.',,.I ：制u和t～兵J↓＇I,¥::L, Jかも」カパ、 j,i)ilゾjな I）ーダ

・1.]2'.，哩三二1/L、7：。 Ill吋 Ji'（夫「偽撲と｛主藤犬四

日：；』育l：尺 if;';- 1975斗本ご！円。

u土28) 佐!i／，「経営判［fi.t論 ，＇） 民間」ミ不ルヴア Jr

'o' JCl70 ;I今＂＇円 。

(; ! 29）刀二 一;J、経汚 γ ス戸；， . ;, Eュレ ジ

ョン－lo"/ ・C に上パ，組織しつ数字 l!'J！；（ 聞を試みだが

(Bonini噌 C P., SimulationοJ Information and 

D山、isionSystems in the Fi門 11, 1963），記i絞をーコ，＇）

「II己組織系.I ＇：与えるなら，数字； iリt二去呪しよない

と.：.る r，方、夫、Ji三＋ろ＇，。

〔，l:30) ¥V ard、B.，“TheFirm in Illyria: Market 

Syndicalism，＇’ A.me門「山1Economic Re-uie，ι・， Sept 

1%内

C,l<ll) Domar, E. D.，“ The Sm・iet Collective 

Farm as a Pr 0〔！ucerCooperative，＇’ ：lme rican F:co・

nomic Rez•ie,c. Sept. 1966 

( d 32) ( )i Clayton，“ A Peasant、Viewof a 

S°＇’iet Collective Farm，＇’ Amどri，・anEιonomi,・ Re・ 

,:ie1<', !¥Jar. 1 %8 

（、九九〕 Kornai, J .. A.nti・F.quilibr1111n‘ Amster-

dam, North-Holland, 1971. 

〔注:34) Sen. A. K、“ Labour Allocati口n in a 

Cooperative Enterprise，’’ Rn’ieτι’ ο,f Econ nic 

Studi円司 Oct.1966 

「調配研究：;Ji)
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